
【発明の概要】 

電気－力学エネルギー変換素子としては、既にロボットへの活用が期待されているポリマーア

クチュエータがある。但し、これは高温での使用、剛性面で弱いという問題がある。また、圧

電セラミックス、ポリマー等のアクチュエータは、透明性に欠けるという問題がある。

本発明は、無機酸化物ガラス材料を主材料に用いた電気-力学エネルギー変換機能を有するア

クチュエータ素子および機能を提供する。光学的透明性を有し、イオン伝導性および誘電特性、

熱膨張特性を制御したガラス材料を組み合わせて層構造素子として構成させることで、電圧の

印加に対して誘導されるイオン伝導と空間分極により応力を誘起し、電気信号（電圧）に応じ

たガラス素子の変形、変位をもたらす。

【応用分野・適用製品】 

電圧(直流/交流を)印加することで変位を引き起こすことから以下の様な用途が考えられる。 

①ＭＥＭＳ光スイッチなどの光路・光路長を変えることのできる変位素子

②物の移動、運搬、音の発生のための振動素子

③力を電気信号に変える圧電特性を有するセンサー

【産学連携会員企業の皆様へのアピールポイント！】  

本発明のガラスアクチュエータ素子は、動作温度が 0～400℃であり、次の様な特徴を有する。 

①ガラスであることから光学的透明性を有し、光の反射、屈折などの光波制御を可能とす

る等方性材料である。

②誘電体のようなキュリー点や相転移がなく、温度の変化の影響を受けにくい。

③利用温度域としては、比較的高い温度での動作が可能である。

④高い剛性と耐久性を持っている。

⑤薄膜などのガラス成形性、加工性を有しており形状の自由度が大である。
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